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幼児期になける自然成長論の克服
ーワロンの発達理論を手がかりにしてー
問中文子
I はじめに
今日， r低学力Jの問題は)高校のみならず中学校，小学校においても深刻である。その一万で，
わか国の教育政策はさらに能力主義の徹底イじをはか払能力に応した教育という乙とばのもとに多綴
化政策は正当イじされている。
しかし，学力とは何か。能力とは何か。人間の人格発達をとのように把えるのか。発達の過程で教
育はいかなる意味をもつのか。乙うした根本的な問題を間いえよおす乙ととよくして，今日の教育の危機
的状況を克服していくことはできないたろう。
乙の課題は，当然，幼児教育のなかでも一賀して解明されていかなければならなし1。学校教育にお
ける「低学力」の問題は決して学佼教育の範囲だけで解決されるものではなく，小学校入学までの発
達の段階てすでに何かの「つまずき」があるのであり，就学前の子ともの発達権の保障から考えてい
く必要かある。
たが，わが国の幼児教育界は，児童中心主義的な考え方か根強く，その内界は，教育一目的意識
的な系統的はたらきかけーにより子ともの発達を促進させるという観点が欠け， r保護Jr世話」
の域を脱しきれてい〈よいように思われる。そして，小学校教育とのつながりも弱し、。また一方では，
中教審答申 (1972年 )f[もり ζ まれた「幼児学校」精想を頂点として， r才能の早期開発」が言われ
だし一定の影響力をもっている現状かある。
児童中心主義的な考え方にのっとったと乙ろの教育。「才能の早期開発」といった誤った形での
「知育偏重」の教育。乙の一見正反対にみえる考え方のなかにあるのは，ともに自然成長論的，宿命
論的伝能力観，発達観てある。乙のようとf教育によっては，全ての子ともの人絡の全面的発達を保障
する乙とはできず，現在の能力主義教育をおしすすめる結束に位。てしまう。
以上のような問題意識に立ち，人絡の全面的発淫を保障する幼児教育ぬめり方を明らかtとするため
に，まず，人間の精神発乏のすし道ぞどのように把えるべきであるのか一発達観ーについて考え
てみたし、。乙の小論では，フラノスのアンリ・ワロンの発運理論一主として『行動から思考へ
( De 11a c t e a 1 a p e ns e e ) J) r子どもの環境，集団及び精神発迂(Le s ln i 1 i e u x， 1 e s 
gr_oupes et la psychogenesp. de l'enfant)Jー を手がかれζして自然成長論の克服を試
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~f. つまり，他の動物にはなく人間だ
人類の出現代は進化の断績があった。人聞は他の動物とは質的
に異なる存在である。人間と他の動物t質的にへだてているもの，
官然界のなかで，ワロンによれば，
.， J 
!# ‘ 乙の点について言語体系なのだ。けがもっているものは，表象する (representer)能力であり，
1 人間だけが思弁的な面をも発展させてき彼は「他の動物が運動的役面にとどまっているのに対して，
• . このことは，個人の発達のとEfこ。運動的な面から思弁的伝面への移行は，知能によって可能とえEる。
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• 現実の変化する多僚とr要請にうまく順応していくよその運動的経験を相互に組み合わせて，かでは，
?
?
?
??
? ? ? ? ? ?
ゅ? ? ? ? ?
??
??
、 、
?
? ? ?
??
?
f， とく tと，l' e spece)である。de aptitudes 
• 
:' (①p. 125，. p. 126)と述べている。
， • 
・〆S
，?
?
???
?
どのようとZ過程を通じて発達
situations) 偽
的思考能力が何に起因し，乙の人間特有の表象能力，錐ヲロン3ま，
• 
des 「場面の知能JCl'intelliqence という問題に答えるために，するのか，
ヘ，と「推論的知能J(1' iotelliqence discursive)，原始人の心性と子どもの心性をとりあげて
. 
、比較検討している。
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??「場面の知能」と「推論的知能jを比較する乙とにより，他の動物から人間への断1.では，以下，
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??「推論的知能」は「場面の知能jの積み重した1;)って，言語体系の獲得にある乙と。層が表象能力，
J. . 2.では，原始人の心性と子どもの心性をねの上に直後的Kあらわれてくるものではない乙とを示し，
?
?
??一定の器質的権造(大脳新皮質の存在〉と人間社会の存比較する乙とにより，表象能力の獲得には，
?
?、??人間にとっての環境は，他の動物にとっての環境とは質的に異々り，そして，在が前提となる乙と。
誌f融合3.として，そのなかに発達の源泉が対象イじされている人間的環境である乙とを示す。最後に，
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??精神的社会性J( 1 a S 0 c i a b i 1 i t e. s yn c rらtique)とワロンが呼ぶと ζろの紙念と関連させて，
発還における集団の意義について考えたし、。 . 
、
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r場簡の知能Jとr推論的知能J
hi 
民
「周囲の状況に適切な弾力性のある直
エ為4・ス
観 (1'i n t u i t i 00)を含んだ行為は動物にもみられる。人聞にもっとも近い麗であるチンパンジーに
ワロンは 「場面の知能」について次のように定義している。
iej; 
はっきりとみられる。……この直観的行為を知識とか推理の公式に還元してしまう乙とははとく tζ，
いわゆる実際的知能 (1'intelligenc~ p'r3tique). fともとづいて乙の直観的行為は，で.きえ，~、。
ミ亀
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いるq乙の知能の本質をよりよく示すためにそれを『場面の知能Jι呼ぶるとがでふるo}，こJ三い二ム
?，?
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うな単伝る像作によっては説明する乙とはできと，~、。そ乙にはたらいているのは，種の能力 (les
人閣を本質的に社会的な存在とする能力々のだj
〈t
の場面のなかには，純粋に精神的場面(心のなかの場面〉は含まれていない。「場面の知臨~，lr，\下鴨
もと存在レていた実際の場面民解消するのである。 Cれはs外部ゆ嚇柑帥て駅発事事7ごせ
といえるJ(①同リ悶;，日7:史:樹立川
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実の物質的な諸状況令むすびつける知能だ，
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チノパンジ一位とは栴のひ乙う側iと置かれたり，高い柵の仁氏自かれた食べ物を，俸や台を使う乙
とによって子氏入れる乙とができる。乙の一見，人間と同質の知的位行為のように忠われるチノパJJ
ーの行為H:ついてワロンは「にもかかわらず，俸が用いられるためには，俸そのものが食へ物と同じ
知覚的場面のなかに含まれていえfければ位らえよし、。……だから，俸は(史い乃のよく知られている道具
では々も、。俸はそれか入っている知覚的場面からはしめて道具としての怠妹をうけとるのだJ(①p. 
71)と言っている。
チンパンンーにとっての俸か人聞か道具として使用する棒とは全く怠昧内容を異にしている乙とを，
ワロンは次のようK説明している。チンパン J ーは「一度手にとるとあらゆる種類の使用訟で棒を使
う。棒で絡子の穴をひろげてみたり，蓋のすきまから下肥桶の中へそれを入れて伝めてみたり，よfご
れを飲み乙んで犠を口へもっていったり，歩いたために排池物てょこれた足をふくだめに使ったり…
ほんとう K鹿法の棒のようである。しかし，道具ではなし、。チノパン J ーの俸の使い方は，俸そのも
のの性質というよりもなしろ状況に依存している。偶然的であり， しばしば奥様である。…道具の使
用という乙とは， その目的意識的加工が不可欠の条件である。そして， この歴史的発展は人類にだけ
みられるもの位のだJ(①p.74) 
乙のようにL 、かK巧妙てかしこくみえてもチノパノノーの知能は，効果の法則(laloi de t'e-
ffet) 以上のものではなし、。「動物のなしうる活動は，認識へとむけられているのではなし知覚
しうる結果位いし有用な結果へとなけられている。一般的伝ものへひかうのではとfく特殊なものへむ
かうのだ。一時的K必要とする手段だけをモノから得るのfごが，モノのその他の情造には無関心であ
るJ(①p.75)また rf場面の知能Jを現実の場面にひすびつけている体系は事物そのものにほかな
らず，それ自身の結果がでる乙とによって，その体系は消えて伝く〈よってしまう。その体系Kよって
組織される状況がどん伝に広範囲にわたコていても，やはり，それ自体のうえで閉ぎされているし，
孤立しているのであるJ(①p.18) 
乙の「閉じた体系」の意味すると乙ろは， r場面の知能」か，具体的伝個々の場面の々かで使いは
たされてしまうということと同時fC，ある個体の伝かに閉じられているという乙とである。つまり，
ある場面において，棒を使う乙とによって食へ物を手に入れる乙とかてきたというその経験は，その
個体だけのものであり，他の個体へ， さらには次の世代へと伝えられることは伝く， したかって普尉
イじされとEいのである。だから，他の個体が同様の場面tζ出会った場合にも， E式行錯誤の位かて，ある
画観により，本能的位対処をくりかえすほか伝いわけである。
他方， r惟論的知能」について考えてみよう。ワロンは「 可」推論的知能 4 はζ訟にもとづl'¥ている。
乙の冨暦は.，はっきりと限定された:表象を支える以前でさえ個人間の伝達の手段だった。…言語は表
現された宮詰であれー内宮であれ，それによって交えられる関係および表象としての推論的思名とー
その不可欠の母胎として社会がある J(①p. 18)と述べている。
-43-
， 
. 
.，; 言語によって支えられているがゆえに具体的信個々の場面を纏える乙のように「推論的知能Jは，
? ?
?
??
? ，
????
?
，?一つの個体を越え，織の関係，縦の関係のなかで伝達されていき普遍イじされζ とができると同時~C ，
?
??
?
， ???
?
'; 
?ー
?
?
その集団のなかでの伝達の手段として発達して
人間社会の々かで
言語は，発笠そのものが社会令前提としており，
きたわけで，共通の慨念によって裏打、らされている一つの体系である。子どもは，
そ乙に蓄積されている共通の概念を手段として「錐論的知能Jないし集団的思考へと
る。
言語を獲得し，
'民
L 接近していくのだ。
P 
人しかし，直観的行為が支配的である。その綾初の諸段階においては事人間の子どもの場合にも，
& 
o 
ワロンにもとづいてまとめて間の子どもとチンパンジーとの関には「決定的伝違しリ(①p.85)がある。
. ，
??
??みるとまず第一の違いは，子どもがおとなの助けを必要としている傾向である。子どもに有用な活動
自分の欲求や願望をみたす
t 
の場は心理的環境だ。子ども が彼をとりまく人たちKたよることなしに，
. 
" きわめて長い年月がかかる。自分には届かないものを手に入れた乙とができるように位るまでKは，
??
:ミとって jというふ「あれ，「だっ ζJ位どと言って目僚の万へ連れていってもちうか，し、ときには，
• 
かかわっていくのうに頼む。つまり子どもは事物などに対するときも，常におとなの媒介を通して， .・
チンパンジーにおくれをとっているである。だから子どもは効果の法則に もとづく運動的な面では，
司.、
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て戸
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-と思われる ζ とさえある。
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?事物の本質の認識へとひかってし1かないのに対して，子チンパンジーの活動が，決して，しかし，
? ??
?
子ど「たとえば，をお乙伝う。formelles) どもはきわめて形式的な操作 (desmanoeuvres 
もは，門のとってを回す ζ とによ って心俸を発見したり，門のドアを往復運動させる乙とによってち • 
??
• 
ょうつがし、を発見したり，引き:出し4をあけたりしめたりする乙とによって，すべり溝を発見したり，
事
事
それらが容器である乙とを発見したり，手袋宝石入りの大箱小箱K正確な中味を入れる乙とにより，
• 6 . 
それらが覆いである ζ とを発見すや長靴を自分や他人には、めさせたりはかしたりする ζ とによ って，
乙の人間の子ども独特の形式的操作が子どもぞ事物の性質の認識へとむかわせ，るJ(①p.7め正に，
r 、
より高次の精神活動の土台となるのである。
~~ 
第二の違いは，子どもは，道具を利用する前に道具を表象している点である。子どもは，行動する
? ?
、
??
これを思い起ζす。子どもは高い戸棚のなかにキャラメルをみつけると，以前tζ道具を知っているし，
~t 
目的意識的に使そ乙には見えていない台を，鱗りの部屋にある台を足つぎにするために取りに行く。
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ζの点で人聞社会(言語体系)のなかで育ち，言語を滋得・
チンパ;ペジ -~質的に引き離.し
うために思い起すことができるのである。
し，.表象能力を身につけて，推論的思考へと接近していく子どもは，
~ . 
で，
? ， ?
?
，?• ていくのである。
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f場面の知能Jξ 「推論的知能Jは連続的な主量的差異泊旅3EZ3J関掴agレ史1
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であり，手段のちがし、である J(①p・49)また， r侃念の起併を， ln接の反応、花関するン τ マの位か
に求める乙とはできなし、。乙の民俵の反応、は， とんな生物にも，その体制化の水準H:氏、して周囲の状
況か|ら笠じうるのだ。概念は， 乙のようえfシ τマをただ知的，[.面へひきうつしたものなのではなし、。
それは別の体系に属している。そして， 乙の体系の進化は人閲tf会の{j-在とむすびついているのであ
るJ(①p.91) 
2 '.子どもの精神発達と環境
ワロンは「思考の発達にと J ての必要条件は，チともの知能と原始人の知能を比へる ζ とによって
はっき lりしてくる。それは両者の不充分さの原因か，同しだからではなく止反対だからであるJ(①p.
97)と述へて，子ともの心性と原始人の心性を比較検討している。
( 1) 神秘のカテコリ ー と理性
そのまえにまず， ワロンは，現代の科学なとに代表される理性と，神，~iÇ や信仰に代表される原始人
の神秘のカテコ『リーを二元論的犯把える考え方をシャルノレ ・ブロノテルとレヴィ。ブリュールを例に
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，:t かつわたくしたちの活動そのものによって出てきた結果の背後にその結
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所与を克服する乙とであり，
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わたくしたちは，感覚運動的手段によって直果の生じる原因を発見する乙とだからである。そして，
，，??
t:走ともに原因の世界であるという点で，機能
接に反応する以外のぞfり方で経験的所与にはたらきかけるための手段をそこからひきだすたとができ
神話の世界キ科学の位界とは，るのである J(①p.l06) 
‘ ，的に類似しているのだ。
• 
' 当時の社会と自然との聞に現実~L Ù'すばれている関係を反映す「その時代，時代の慨念は，ただ，
?
???人間の考え方と事物の性質とのる。現代から遠ざかって過去の考え方にさかのぼっていく Kつれて，
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??????
?， ? ?
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】，la pe rce-et de ree 1 du あいだのへだたりー現実と知覚の非同一性 (lanon-identite 
色
A その極端伝場合にすぎとfいのである jption)ー が深く横たわってあらわれてくる。原始人の例は，
?
??，〈①p.119)
• 
???自然環境K順応する活動(適応活動 〉は，他の動物の生活にもみられる自然界の因果律K従って，
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?????
乙の単なる自然への順応(適応)の面を越えて，人類だけがーしかし唯一，ものである。
• 
自然を変革し，果律を意識化し，知識として利用する乙とにより自然K能動的にはたらきかけ，
?，、乙とを通して飛躍的な発達をとげてきたのである。
It 原始人と文明社会の子ども(2) 
• 
" .，~ まワロンは乙の類似性は，次にワロンは，原始人と子どもの心性の類似性の問題を検討している。
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、1，まったく正反対の理由によるものである心しろ，両者の不充分さは，
子どもは，近代的思考を用いる道具を欠いていたのだし，「原始人は，
ったく偶然的なものであって，
ζ とを指摘している。
2・
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つまり，
， 
ぎ
乙とに，成熟の不足によって乙の道具令まfご利用する乙とができないのいや，学習の不足によって，
;1 「子どもと原始人の知的反乙とばを変えて乙うも言っている。ワロンは.，だJ(①p. 99，._ p. 100)。
E ・
英i乙の手段を利用する素質を一時的にせよもってい応はいずれも必要手段が不足している。子どもは，
ないからであり，原始人は，その精伸が形成される環境をいまだ欠いていたからである J(①p.l00) 
J F 
生物学的な一定の準備性一それの発達にとって必要伝条件は，
• 
乙のことから，推論的思考の獲得，
と。
? ?• 
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その器官の成熟(神経繊維のミエリン化)ーそして，人閥的言語領と呼ばれる大脳新皮質の存在と， -・.ミ1
) t 、
人類の歴史的、文化的遺産としての言語体系，表象能力，推論的思考などの道具が蓄つまり，環境，
-・
。
?
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胃 、
県ロンが『社ζの点について，
積されている環境である乙とが導ぴき出されるのだ。
子どもの精神発達を，環境から切り離して考える乙とはできなし、
精神発達と環境. (3) 
育毛
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? ?
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ζおける交換のメカニスム(1 e Dle c a n 1 Slned e & e c h a Ig e s )は，おそらく非常H:多額多様であろ
う。例えば，主命'.と必要な酸素は，嫌気性細的，水中生物，空気uf吸4をする動物では，それぞれ遭っ
た万法て接待される。また同僚に，縞物のクロロフィルによる養分のとり万，あるいは，動物のよう
と消化管Kよるものとfと，益分の妓取法もさまぎまである。しかし，物思化学的原境における多織性
は2 同し種の笠物の々かではきわめて狭い範囲内にととま Jている。
より大き佐多篠性は，1:物学的環境か物用化学的環境に重なり合うときにおこる。つまり，数樋の
笠物の同一空間内tとおける共存が，相互作用をひきおこすのた。乙の相圧作用を通して相互に制限し
合い，多少安定した均衡状態が実現するのである。
巌後H:，社会的環境かζのニつの環境につけ加わる。乙の社会的環筑も集団的存在の条件を提出す
る。しかし， 乙の条件は，より一層多極多傑て変化しやすいものである。そして， ζの条件から個性
的伝分化がててくるのであるJ(②p.2) 
ワロノ陀よれば，物理化学的環境と笠物学的環績は，それぞれの績により，その種と環境との聞に
むすばれる関係が遺伝によって決定されており，伺種の笠物の個体問ての愛化は， 乙く限られたもの
でしか佐 ，~、。乙の二つの環境は，本能の範鴎で処理されるものであり，基本的ではあるが，そ ζ から
性の分化を説明する乙とはできないのだ。そ乙で社会的環境がつけ加わる乙とtとなる。前述lの二つ
の環境が，題総体の存続という乙ととのかかわりで抱える乙とかできるのに対して， 乙の社会的涜境
て'は，笠物が集団的iと笠活していく位かての個体聞の関係か，より前面lと出されてくる。高度に発達
した集団笠活を営ひ人類にとっては， 乙の社会的環境が，決定的にA要伝位置を占めているのである。
続いて， ワロノは，環境は一般的に語ることができず，各々の丘物にとって固有のものである乙と
を指矯している。共通の環境のなかでも，それぞれの患は， 自分K必安て有用伝ものを取り入れ，無
関係位ものは切 lり捨てるというぐゐいに，種によって異なった関係がひすばれる。例えば， ライオン
の胃袋，キリンの胃袋は，それぞれ，自然のえよかのゐる一定の対象にひすびつけられているのだ。ラ
イオンにとって木の実は何の怠味ももた位いし，自の前をえるうぷぎH:キリンは無関心て'ある。まfこ，
星の輝き H:犬は何の感動も示さとC~、。乙の点は，人間のように自然に対する能動的伝はたらきかけを
せずに，遺伝的に決定づけられた路境との関係を，適応、活動tとより実現していく他の生物にとって，
とりわけ顕著往事実である。
では，各々の誌と，対応する原境とのひすびつきはどのように説明する乙とができるだろうか。ヮ
ロンは次のように述べている。「それは，幸選!とC偶然の結果か，入命の思召てあろうか0 ・生物とその
存在の外にみる条{牛との聞にー磁の予定調利のよう位ものがめるのだろうか， 乙の(rすびつきは安定
した絶対的伝ものだろうかo レーニンは『唯物論と経験批判論j，のはかで，生物体と環境を分臆した
がらず，それらを密傍におfiいの仕か叱合室付t'"広のル J• -r炉長ずf.， A tt.:的噌喧~~且偲し，適応
( l'，ad:li [J) t ，0. t j また，自的原因論，織械論者に対して
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戒を促している J(② p.3) 
人間と環境との関係は，他の生物と環境との関係と類似的に諮る ζ とはできない。確かに，人間存
在も自然のなかの一部である。しかし，人聞は，自然の法則に全てを左右されるのではなく，環境と
の関係ふ一万的な自然界の法則への適応という側面だけで把えることはできないのだ。人間は，自
然に対して能動的にはたらきかけ，自然を変革するという生産活動を通して自らをも変革してきた。
その関係は，相互的変革 (transformationmutuelle)として把えられなければならなし、。
さらにワロンは言う。「文明人の笠物学的存在は， もはや自然状態にもとづく人間存在と全く同じ
である というわけではなし 1。それは，文明の水準，形態とともに変化する。社会が人聞を現在のよ
うな新しい環境，新しい要求，新しい能力をもったものにしたのだ。そして， 乙の新しい環境，要求，
能力が，人間の発達や個性的分化の可能性を高めたのである。誕生時の子どもの生物学的構造は，そ
の後の彼の方向性の唯一の法則ではないだろう。子どもの発達は彼の社会的環境によって大きく変化
しうる。そして，そ乙には彼の個人的選沢が必ずあるのだJ(②p.3) 乙こでワロンは，精神の発達
を規定する決定的要因が，その個人をとりまく人間的環境であることを指摘している。しかし，すべ
て，の人間的環境が個人にとって発達の源泉となるのではなし、。乙乙で，ワロンの言う「個人的選摂」
‘ 
という行為が重要となってくるのである。
ζの子ども自身の主体的な選釈について， ワロンは次のように続ける。「子どもが笠活する環境は，
子どもの人格の上K刻印をおす原型である。しかし，それは受け身的に ζ うむる刻印を意味しなし、。
確かに，子どもが依存している環境は，子どもの多くの行為を第一次的に支配する。そして，習慣が
選摂に先行する。だが，選摂は矛盾を克服するために，また自分の環境と他者の環境を比較するため
に是非必要で、ある J(②p.5) ある個人にとって発達の源泉となるのは，個人が主体的に選択し，能
動的にはたらきかける環境だけなのだ。乙の指摘は非常に重要であろう。
こうした人間特有の自然に対する主体的な変革活動を支え，発達させてきたのが社会的環境である。
「社会の存在以前に人聞を想定するのは困難である。社会と人聞の存在はひすびつけられているよ
うに思われる。種の起源を見きわめる基準について，人類学者は解剖学的特徴を明らかにするだけに
とどめず，加工された道具，埋葬の跡を求める。加工された道具の使用，埋葬の習慣は集団的活動，
集団的信仰，つまり，社会の存在を前提としている。社会が自然環境につけ加えるものは，設術的，
文化的方法により自然にはたらきかける構想 (dessein)である。つまり，それは因果関係のイメー
ジでありヲ経験の直接的所:与をのり乙えたと乙ろの物の表象である。そして， 乙れらのイメーら表
象に対しては，心像(s i mu 1 a c r es)や言語が現実的な支えとなっている。したがって，イメージも
表象も，それの本質的条件として，個々人の安定した集団，組織された社会が必要なのであるJ(② 
p.3 --p.4) 
人間は，その起源に社会的集団生活の有無が関われる。うまり，人f聞は本質的に社会的容在なので
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ゐる。自然に対する愛車扇動(生底活動)は，自然界の諸々の事象の良にある悶果法則に目を向け，
乙の因果法則を知識として磁得し，それを利用する乙とによってはしめて可能とえよる。対象を利用す
るには，対象の性質や諸関係ぞ理解し，そ乙から得られる結束を前もって鎖Kえがくことができなく
てはなら位いからである。乙の能力ζそが人聞に特有のもの伝のであるが， 乙乙』ζ，表象能力，そし
て，それを現実に支えると乙ろの言語体系の軍愛性， また，その前提となるれ会的環境の重要性か指
摘できるのてゐる。
ζの点について， ワロンは次のようにも述へている。 r人間，f<:とJ て，環境と集団とは，時には一
致するほと密接(とひすびついていた概念てある。しかし，それらは別個のものてゐる。環焼はそ乙に
おいて個々の存在が次々と発展していく状況の多少とも恒久的な総如にほかとfらなし、。環境は，明ら
かlζ物質的，自然的条件を含んている。しかし， この物質的， 自然的条件は，当の人間集団のもつ技
術や習慣により変イじさせられる。個人か段も基本的な要求を満足ぷせる万仏ふまた，様々な環境の
人聞を同し場所て共存させる乙とができるという巧妙な慣習も，その人間段凶の投術や習慣iζ依存し
ているのだJ(②p.4) 
人間にとって，~境は歴史を形成し，発展させてきた人間活動の総和である， といえる。そ ζには，
もちろん物質的，自然的な環境が合まれているわけであるが， 乙の物質的，自然的環境ふ人間の笠
産活動Kより変事され，そ乙から笠み出された歴史的，文化的遺産かかたく打らつけられているもの
である。人間Kとヮては，自然的環境さえも社会的環境としてあらわれてくる。例えば，長も基本的
位欲求の一つである食欲を充足3せる行為も，食へる物，食へ方位と地銭，時代によって異伝るのて
ある。
今日，騎神lの発達において環境の役割を全く無視する者 lは，もはや少佐いてあろう。しかし環境の役
割を認める場合でも，その多くは，それぞれの素質を持って生まれてくる個人か王子在し，その素質か
開花するための外的条件として環境をみなす巧え万てある。その中て，以上述ヘてきたワロンの精神
発達における湯境というものの把え万は，非常に重要な問題提起をしていると巧える。人間の発注は，
受け身的に原療に規定されているものではないし，主体とかかわりのない一般的伝環境というものは
考えられなし、。人聞は，環境にはたらきかけ，環境を変車する。環筑はこのはたらきかけの活動(主
体的伝活動〉を通して，発達の源泉として現われる。すてずに述べたように，精神の先逮は生物学的に，
宿命論的κ生まれとEがらにして決定されているのではなく，環境と主体との乙のタイナミノク伝相互
作用の佐かではじめて促進されるのである。
，3，..子どもの精神発達と集団
(1) 融合的社会性
ワロンは，子ど lもlの心性について，それを「自己中心性J( l'e宮Qc'en t r i sme )によって説明しよ
うとするピアジ%I~ζ対して，次のように批判している。
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• 
の動栂を分ける ζ とができとfいのだJ(①p.216)とも述へている。
子どもの段初の社会性も，自分自身と他者とがまだ分化していない「触合的社会性」である。そし
て，事物との直接的で個人的なかかわり合いだけからは自己と他者の分イじはなされなし、。人間の集団
笠活を媒介として，自己意識，個性か発達し， さらに質の高い集団が形成され， 乙の乙とを過して社
会性も発遥していくのである。
(2J 社会性の発達と集団
次fe:，社会性の発達と集団とのかかわりについてみてい乙う。
ワロンは，まず集団を規定して次のように言っている。 i集団とは，拍象的，形式的な原則，fCその
存在を還元したり，普通的なシェマによってその組織を説明する乙とはできないものである。集団は
一時的なものであれ恒久的伝ものであれ，すべて限定された目的をもち，その組織は目的K依拠して
いる。また，集団のなかでは，任務分担かメンバー聞の関係をとりきめ，必要とあれば階級を設けて
いる J(②p.9) 
そして， ワロンは，子どもが白的意識的に自発的に集団をつくるようになるのは， 6， 7才頃に伝
ってからだと言っている。「乙の時期から，子どもは彼の仲間の閥で一人の人絡として行動する ζと
を学ム。そして自発的K仲間をつくり，その結果，社会的行動の新しい多織性を開花させる可能性が
でてくるのであるJ(②p.9) 
「集団は子どもにとって単に社会的見習い期間であるというだけでなく，子ともの人絡発達にとっ
て，また身につけうる意識にとって欠く ζとのできないものである。子どもは集団iとより対立したこ
つの要求のなかにおかれる。一つは，全体として集団に合同すること (afi 1 i a t i 0 n )でさもなくば
その集団は集団としての内容を失う。だから子どもは， 自分の立場を他の全てのメンバーの立場K同
化せねばとCらず，彼自身を集団iζ同一イじしなければとfらとCいJo(②p.10) 
乙れは，個人の集団の規律への従属の側面である。「もう一つは，自治権 (autonomie)である。
ほんとうに集団に加わるということは，集団の中K一つの位置をもら，決められた役割jを担う乙と jと
より自己を他者たちから区別し，他者を自己の手柄や失敗の批評者として受け入れる ζと，つまり，
他者のなかで名誉ある別個の個人として存在することである。……乙の ζとは，単K集団の規律と子
どもの独自の窓向や欲望との閲の不一致だけでなく，集団の慣例に従う乙とに対する，またなんらか
の独創性で他者の注窓をひく必要によっておこってくる競争心からくる不一致を給果するJ(②p.10) 
そして， ワロンは「乙のようは二つの傾向つまり個人主義的傾向と銀問主慈的傾向が，集団のメ
ンパー聞であるいは各メンバーの位かで顔をつき合わせているというのが鉱団の本位であるJ(②p. 
11)と述べている。乙のような矛盾したモメントが対立し合っているとCかで，相互に作用し合って，
いかにこの矛盾を克l服し統一していくのかというと乙ろfe:集団の発遥j個人の発還が把えられるわけ
である。
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f&人が各人K符符""もの〈個性 )~Ø輸するのはバラパラ !，t他賓と比敏する乙とによるのではな
• 
乙のようとE集団を線介く，他者が一つの鍛定されたカテゴリーに鈍しているかぎりにおいてである。
としての自己の他者へめ純化(as8imjlation)は子ど急にとって規律令獲得するためのみ伝らず，
自己の能}J， 轡情を自覚するためにも交くことのできとCいものであるJ(@ p.ll)。
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子どもがひきうけたfそれぞれの子どもの長所に却して集団が子どもに与える位はぜ〈よらば，‘ 
司b. 自分の行動を子どもの行動令測線8せ，鏑fl:H央ると閥じように他者のうえで，役割，質約，規範は，
?，
??
?
?
検証する乙とを強いる。つまり，チどもは自分の外のものとしてのイメージ，完全伝自発性や綾初の
主体性からくるa要求4ζ一致したイメージ令形成する乙とを強いられるJ(②p.lりからでゐる。
S 
-
自分自身として他者として対象として，自己~t 主体として，さらに，幾鑓の々かで「子どもは，
(:)d~ 自分自身の名前令示すことで語る年令令過ぎたのである。後は自分抱える ζとを学ぶ。彼は，
4 
4・
• 
子どもがれまくが…Jrわたしが… jとρ う表現をするよつまり，の人絡を自覚するJ(③p.ll)。?，??
，
~ できるようκえよったという乙との一つのメルクマール自己を他者から区別して認うにとZる乙とは，
• 
自分の乙とをrooちゃんがねjと話しているのは，他の人たらかとしてあるのである。子どもが，
? ? ?
， 、
?、 ? ?
?
‘ ，自己と他者がはっきりとらrooちゃんjと呼ばれるとEかで，それをおぼえてきっているのであり，
j‘ ζの自分をあらわすのであるf<まく Jrわたし jは他の緩をもささず，分イむしてい伝い紙拠でゐる。
から，他者から自己を区別して抱えられる ζとが銅鐸と伝るのである。
まfニー集団は「子どもが自己の他の側面署他の次元を認識するζ とを可能にする。伝ぜならば，集
また違った側通をもっている他者の簡で，絶えず部類分けされ，間のとEかでは，抱己と類似した側血，
担
可
j 
者
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鼻
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z 
? ?
??自己のとEかの巡った磁を区別し，分類する乙とができるようKえまるからである jその乙と令通じて，
-、
曹〈③p.11--p.12)。
の獲得にとってE 集団というものが不可欠である ζとを明自己ワロンの命述に従って，以上，?
???
????
， ?
??
、
'i 
;~ 
. 
その対象を認識する対象にむかつて働きかけ，対象を自己のとCかに取り乙{rζとにより，
らかにしてきた。
人間協
のである。自己怠識も，本質において自己と等しい他者が自己の本賓の体現者となり，自己の本賓の
? 、 ? ? ?自己意識は人間@社したがって，対象化として現われる織合においてはじめて認識しうるのである。
会理集団をはなれでは儲立し'.l.いのである。
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皿自然成長論の克服にむけて
以t， ヮロンの発逮理論を紹介しつつ，人間の発遣の特殊的 tζついてみてきた。乙のワロ J の究迂
の中には，今日の乳幼児教青のめりえJH:対して多くの亦目安か合まれていると巧える。
先1ζ も少し触れたように，今日の乳幼児教育は自然成長の発注観のヒ民営まれている。教育活動の
中て「自由民のひのびと Jということかよく江われるか， このことばに臼黙成長命の考え刀が端的に
小されている。つまり，自然成長命とは，f とも自身の中に先遣の~糸か全て内包 3 れており，成熟
していくにつれて，その柔質か順次開花していくと ζろに発立ぞみる。そして，系統立てられた内容
の教育活動というより， fとも自身の興味，欲永ぞ尊亙して白山花のびのひと活動3せる乙とか子と
もの発注を保障する ζ とKつなかると巧えるのである。
「子ともは曽かlと伸びていく uJ能件をそのうちに泌めている…」。これは「保育所保育指針J(厚
守省)の保育の原理の臼頭.fC}1かれている乙とはであるか， 乙のことばは，抱え万tζよってずいふん
と怠瞬、内容の進うものK伝るたろう。修かtと，人間の子ともは全て，lt_象能力を獲得し， 325体系の
中K入っていくことができる生理学的基礎を備えているという汽において，他の動物とは質的に異っ
た発達のロJ能性を持ッているといえる。しかし， 乙の表象能力， ζ語体系は， ワロノか指摘している
Cとく社会的環境を前提としてはしめて獲得3れるものなのである。 fともの@かな可能性とは，他
の動物のようK誕生時比すてKその後の発迂か遺伝的K決定3れているのではなく，人類の歴史的文
化的遺産がぬり乙められている社会とさまざま伝活動を過して接する乙とにより，自Ilの世代をも乗り
越えて党迂していくところにあるのでゐって，そこKは人聞社会の存在か不可欠てある。つまり，人
間としての党還の源泉は，まわりの人聞をも合めた環境の中Kゐるわけである。人間の子ともは，自
己の外fCゐる環境の中K対象イじきれている人類の歴史的社会的s1庭を自己の内部，c.gQ得する ζとによ
り発乏していくのである。したかって，子ともの包かな司能性信?Jうと同時に，その可能性の開花を
保障する環績を顎樋的民組織していく必要かめる。
乙乙て，， もう一点軍要な乙とは，系統的伝教育活動として環境を組織するということは決して一万
的伝つめこみ主義を意味するのではないということである。ワロノか指摘しているように，人間の発
還は，~境への生物学的11原Lt=適応活動だけで把える乙とはでき々し、。人類は，向然lと対して働きか
け自然ぞ変不する々かで発展してきたのでめるが， 子どもにとコても，自己か主体的iζ働きかける環
境が自らの発速の原泉と々るのである。乙のチども自身の環境lと働きかける従動的伝活動を組織し往
ければ信ら'ctc.、。「子どもの自発的;をたいせつにし，興味や欲ふ-をfすかし…J(保育所保育指針〉と
言うのも.，子どもの自発性，興味，欲求は，イども自身の内的必似性として，成勲につれて出てくる
ものだというふうに考えるのは絞りである。それぞれの発遼段階〈生趨的成熱)fと見合った環境を与
えられてζそ，子どもは， 2えの段階に近んでいくモメントと位る興味，欲求をもっ乙とができるので
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" 「保育所保育指針Jr幼稚園教育要領J，とみられるごとく，多くの乳幼児教育の指導書
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今日，ある。
?? ?
?
?? ?
?
?
??
?
?
??どのような道00するようになる Jという記述で埋まっている。00する。 00才，，00才，は，
' ，どのよう・45働きかけのもとで00するようになるのかは問題にされていないのである。すじを通り，
の問題を克服していくことはでき
4 
乙のような発遼観のもとでぽh 今日の深刻な 「低学力 Jしかし，
?
?
?
、
そのつまづきを乗り越ど乙でつまずいているのか，子どもたちの発達の道すじを明らかにし，ない。
つまずくことのないように系えるため代はどのような課題を設定する必要があるのかを明らかにし，
• ， 統立った内容の教育活動が保障者きれなければならなし、。-• 
今日の乳幼児教育に対して鋭い批判を投げかワロンの「融合的社会性Jについての指摘も，次fC，
?
、けていると考えられる。
2 
そしてr2才では，才tとなってはじめて出てきている。
??
??
. 
年令区分 領 減
l才 3か月未満
生活 ・遊び
1才3か月~
2才
， 
2才 健康・社会。遊び
3才 健康 。社会 ω言語。遊び
. . 
4才
健康・社会"言語。自然
5才
音楽・造形
6才
びっくものを社会の領域とし…Jと説明されてい
， 
笠まれたその日か
人間の発達乙乙』とこそ，
「保育所保育指針-Jの保育内容の領域区分は別表の通りである。社会の領減に注目してみると，
笠活と遊びの領域のなかで特に対人関係 と結
乙の対人関係は，
ら結ばれるものであり，
しかし，る。
. 
“ 
'の特殊性もあるのだとワロンは述べている。人間
したがっておとな
おとなに笠後，他の動物と異伝り，
全面的に依存した存在であり，
の子どもは，??
?、?
?
-I 
との関のコミュニケーシ ョン〈情動的コミュニケ
乙のーション〉が最も重要な位鐙を占めている。
言語獲得への
ンパンジーの 「場面の知能Jと子どもの知能を比
チワロンカ九
情動的コミュニケーシ ョンの中で，
道すじが形成8れていくのである。
?
??
，?
??
? ?-
e・
?， ， ?
，?
?
???
??
チンパンジーの万が勝れているように見える場合があって直観tと基づく行動の面では，較検討して，
そして子どもが道具を表象する乙とができ子どもはおとなの助けを必要とする傾向がある ζと，も，
る乙とのこつを決定的な相違点としてあげていることは重要な指摘であろうσ
??
， ? ? ? ? ? ?
人間の発達は，他の動物のように個体と自然との佳物学的順応の範ちゅうだけで語ることはできな
それを支え普通イじする言語体系の獲得は，社会とのかかわりなしに考える ζとができ
まフおく個人のレペルでしか考え子どもの発達を，
い。表象能力，
ないのである。今日までの多くの児童心理学がー，
てこなかったという現実を見るとふ人間の発達は，その本質からし ‘て，個人の枠叫中で把えるCZ)~，ま
なく，常に社会，集団との関連でみてゐ、く必要があるというワロンρ指摘は強調しでおかなくプてはえ2.
4 らないzであろう。
ζの小論で宣及、ずるとζとはF1F540?った杭ワロ，ンは，
. ir.、 ， 
、
島
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¥1シて，人間の子ともか iHf~ ';1命的jdR 」を施仰するまでのJt体的役必寸しを明らかK している。今後，
それらを検討し，今日の fどもの党iZ6?保障するための教育内符を促ノj、していく乙とが急がれねば位
らなし、。
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